






















１ はじめに ・・・・・齋藤康平・日本国際問題研究所特別研究員 

























1950 年 10 月の対日講和条約における日本領土の処理の方針についてのオーストラリア
政府の質問に対する米国政府の回答では，隠岐，佐渡及び対馬などの島々について「すべて
古くから日本のものと認識されており(all long recognized as Japanese)」「日本によって保持さ















































（※）英国外務省が，1951 年４月 23 日（同 25 日からワシントンで行われた米英事務レベ
ル協議の直前），同協議のために作成した米国３月草案に関する検討文書（関連部分） 
 日本の近くのどの島嶼についても，ソ連やその他のアジアの共産国に利益を及ぼす状況を
生むような形で，主権についての紛争を残すことにならないよう，この条項の原案作成を非
常に慎重に行うことが不可欠である。・・・ 
 特に，米国草案の第２条を，第３条と合わせて解釈すると，済州島と竹島の主権をめぐる
紛争がおこる可能性があることに留意すべきである。一方で，英国草案についても，これら
の島嶼の日本からの分離が確立しているものの，その最終的な処理が明確に述べられていな
いので，同様の批判にさらされるかもしれない。・・・ 
 済州島と鬱陵島は，従来から，日本人の間で朝鮮の一部として考えられてきた。もし，朝
鮮による竹島（無人島）の将来の取得を防ぐことが望ましいのならば，日本によって保持さ
れるだろう。 
 
 
